
宮地プロジェクト-紙漉きの技術の継承と文化的景観の形成を目指す- 

  磯田節子 建築社会デザイン工学科教授 

１．はじめに 

 本事業は《400 年の宮地和紙の伝統を継承する》ことを目的に３か年計画で取り組む。昨年度は宮地和

紙の歴史・文化的価値を若い世代を含め広く周知し、地元住民と共有するべく取り組んだ。二年目の今年度

は《対外的な観光化》、三年目の来年度は、その受け皿となる《後継者受け入れ》の事業を予定している。 

昨年度は、①製作工程の映像コンテンツ作成、②宮地和紙紹介カタログ作成、③崇城大学デザイン学科学

生によるポストカード等のデザイン開発、④地元住民とのまち歩きによる魅力発見、⑤活動報告会（展示・

講演会）等を行った。本年度はその成果を踏まえ、事業目的を《宮地和紙を活かした観光まちづくり》とし

以下の事業をおこなった。宮地は妙見祭や氷室祭に多くの人々が訪れるが、当該事業を展開することで通年

型の観光まちづくりが期待できる。 

２．活動内容 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．おわりに 

本年度は宮地紙漉きの 

里のまち歩きを２回開催し 

参加者から好評を得た。「住みたい！と思うほど魅力 

あるまちでした。同時に勿体ない、PR 次第で観光客 

も呼び込めるのではないでしょうか」。 
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